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第 3条京都大学花山天文台は、貴Ij立当時からアマチュア天文家にも施設を公開

して、その育成に貢献すると共に、広く市民にも親しまれてきている。

この法人は、この伝統と精神を継承し、花山天文台および飛騨天文台の施設と知

的財産を活用して、科学を愛する市民が主体的に宇宙と自然について学び、研究

し、普及活動を行うことの出来る事業を展開する。また、その結果として、青少

年の理科教育やより多くの市民の生涯学習に寄与することを目的とする。

第5条 この法人は、第3条の目的を達成するため、次の事業を行う。

(1)特定非営利活動に係る事業

1)天体観望会の開催

2)天文・宇宙科学に関する講演会の開催

3)花山・飛騨天文台施設・設備・研究成呆公開の支援

4)教育関係者研修・理科教育教材開発の支援

5)小・中・高校・大学などの天体観測研究実習の支援

6)市民の天文・宇宙科学に関する研究活動の支援

7)太陽エネルギーの効率的利用普及活動の支援

8)宇宙天気予報の研究・学習の支援

9)その他本法人の目的を達成するために必要な事業。



絵葉書「花山天文台天体写真」解説その 1

鴨部麻衣柴田一成(花山天文台)

花山星空ネットワークでは、花山天文台の四季折々の美しい風景などをテーマにした絵

はがきを作り、販売を行なっています。お申し込み方法は下記の連絡先にはがき又はメール

で、お名前、ご住所、ご希望の絵はがきのセット、数量をご連絡下さい。メールでのお申し込

みの場合、件名を「絵はがき申込」としてください。購入申込確認書と代金の振込用紙を郵

送いたします。代金振込の確認後、絵はがきをあ法りします。

干607-8471京都市山科区北花山大峰町花山天文台肉 H問法人花山星空ネットワー

ヲ事務局 hosizora@k岡 san.kyoto-u.ac.jp

また、花山天体観望会や花山天文台一般公開のときにも販売しています。

お値段は下記のとおりで別途送料がかかります。

仏〕花山天文台の四季 1セット(5枚組)5∞円

(8)花山天文台 lセット(5枚組)500円

(C)花山天文台の風景 1セット(6枚組)500円

(D)花山天文台天体写真 1セットσ枚組)700円

今回ご紹介するのはAセットとDセyトです。

http://www.kwasan.kyoto-u.ac必/hosizora/npo.J)ostcard.htmlにも載っています。

Aセット

春の本館
銀色のドームを頂く本館は、花山天文台の象徴ともいうべき建物である。

建築家故大倉三郎氏(元京都工芸繊維大学学長)が京都帝国大学営繕課

勤務時代に設計した。
現在本館内には、園内で屈折望遠鏡としては 3番目の口径を持つ 45cm屈

折望遠鏡が設置されている。(なお、一番目は飛騨天文台の 65咽屈折望遠

鏡と国立天文台の 65岨屈折望遠鏡)
また、本館には図書室があり、しばしば講演会場としても使われている。

初代天文台長山本一清はここを拠点として、天文好きの市民を集め、天文

学の普及を熱心に行った。そのお陰もあり、日本のアマチュア天文学は世
界のトップレベルとなる。花山天文台が“アマチュア天文学の聖地"と呼ばれ
る所以である。
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夏の本館

花山天文台本館の姿は、山科区内のあちこちから見え、市民から親しま

れている。東海道新幹線の車内からも本館ドームがよく見える。他に、本

館が見える場所の一例は、左京区天王町交差点付近、京大理学部宇宙物理

学教室屋上、名神高速道路京都南インター付近、八幡市旧国道一号線、宇

治市などロ

京都の歴史的建造物を紹介したガイドブック「近代建築散歩京都・大

阪・神戸編J(宮本和義、アトリエ M5編 2007年小学館刊)には、本館

と旧子午線館が近代建築(明治初年頃~昭和 30年頃までに設計・竣工され

た建築物)として取り上げられている。

秋の本館
晩秋には本館前のもみじが鮮やかに色づく。

本館前の広場には二等三角点が設置されており、しばしば測量の目的で

活用されている。また、花山天文台構内にはもう一つの基準点が存在して

いる。京都市内に 4箇所ある菱形基準測点のうち一つが、太陽館前に据え

られている。なお、花山天文台本館は海抜 221m花山山山頂に建っている。

冬の本館

花山では年に数回雪が積もり、天文台の建物も雪化粧する。

鏡磨きの伝説的名人、中村要もかつてはこの本館地下で、望遠鏡用の鏡

を研磨する作業に昼夜没頭した。

宮本正太郎は、本館の望遠鏡(当時は、 30咽屈折望遠鏡だった)を使つ

て、 1956年から 20年間火星の表面大気の変化を観測し、微細な変化をス

ケッチに記録した。後に、火星の偏東風を発見し、火星気象学という新た

な分野がこの望遠鏡によって開拓された。

春の別館

別館は、本館、歴史館(旧子午線館)と共に花山天文台創立以来の建物

である。

別館に設置されている口径 18四の屈折望遠鏡は、太陽観測l望遠鏡として、

晴天時には常時観測に用いられている。花山天文台では、定常観測を行つ

ている唯一の望遠鏡である。この望遠鏡は、 1910年にハレー琴星観測用と

して、京都帝国大学(当時)が導入したものであり、現役日本最古の屈折

望遠鏡である。

Dセット

火星のスケッチ

1956年9月 30日花山天文台クック 30センチ周折望遠鏡にて
京都大学理学部教授、第 3代花山天文台台長を務めた宮本正太郎
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(1912・1992)は、コロナの温度が 100万度であることを世界で初めて正
確に求めたことで知られる。また、月、惑星の観測的、理論的研究にもす
ぐれた研究者であった。 1956年から 20年にわたって火星の表面大気の変
化を観測し、眼視でとらえた微細な変化をスケッチに記録した。この連続
スケッチの蓄積が、後に、火星の偏東風発見という大きな研究成果を生み
出すこととなったo探査機の画像をもとに、 NASAが 1979年に出版した火
星の地図にも宮本らの地上観測の成果が役立っており、その論文が参考文
献としてあげられている。
2007年 12月に火星のクレータに Miya皿 otoという名がついた。

アンドロメダ銀河

1924年1月5日京大天文台ブラッシャ一宮5センチ反射望遠鏡にて

オリオン大星雲

1930年2月20日花山天文台 5センチレンズにて
花山天文台助手を務めた中村要 (1904-1932)は大正から昭和初期にかけ

て活躍した反射望遠鏡製作の名人で、彼の作った反射鏡は“中村鑑'として、
現在に至るまで天文愛好家に珍重されている。また、京都大学天文台に入
り亡くなるまでの 10年あまりの聞に、火星観測、普星および小惑星の発
見などにおいて、海外の研究者からも評価される研究実績を残し、かつ日
本で反射望遠鏡研磨の草分けとしてその研究に挑戦しその成果を広く公開
した。花山天文台がアマチュア天文学の聖地となる礎を築いた伝説の名人
である。(参考:富田良雄・久保田誇著「中村要と反射望遠鏡」かもがわ出
版、 2000年)
記録によると、②の露出時聞は豹2時間であるが、シャッターを開ける 2

分前にも別のカメラで M31の撮影を開始しており、約 1時間は 2台のカメ
ラを往復しつつ撮影されたものであることが推測される。 厳冬期にも関わ
らず、長時間、天体が精確に追尾されていることからも、彼の卓越した技術、
天体撮影への熱意を垣間見ることができる。

月の北縁に沈む火星(火星食)

1941年 11月2日花山天文台クック 30センチ周折望遠鏡
京都大学理学部助教授、京都工芸繊維大学教授を務めた藤波重次
(1915・1979)は、高度な写真技術と天体観測に関する知見を持った研究者

であり、その普及にも尽力した。「反射望遠寓民機論J(桑名文星堂 1943)、
「写真技術J(共立出版 1953)、「高等写真技術J(共立出版 1956)、「小

型カメラによる天体写真J(共立出版 1964)など多数の著書がある。日本
天文学会の理事も務めた

月面(晴れの海(左)、静かの海(右))

1963年8月27日花山天文台 60センチ反射鏡にて撮影。 NASAの月面地図作り国際共

同観測の一環.
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アポロ月面着陸の最適地点を決定するために、 NASAから月面の詳細観測の依頼

があり、花山天文台では、 1962年からピック・デュ・ミディ天文台 ({.ω、マンチ

ェスター大学(英)と共に、月面地図 (100万分の1)の基礎資料となる写真観測

が行われた。その協力に感謝して、 NASAからはアームストロング船長の月面第一

歩をデザインした灰皿が官本台長に贈呈された。また花山天文台では、月の地殻構

造や成因の研究も行われ、独自の仮説も提唱された。 197百年代になり火星や水昼の

地形データが得られると、月の研究で得た知識を火星や水星の地形に応用し、惑星

研究へと発展していった。

太陽彩層の Ha像
巨大フィラメントが見える。 20例年 1月 19日花山天文台ザートリウス 18センチ屈折

望遠鏡にて鴨部撮影

太陽表面(光球)と外側のコロナとの聞には彩層と呼ばれる数千度~一万度の薄

い大気層が存在し、水素の Ha線で見ると、磁力線を表す模様やダークフィラメン

トと呼ばれる筋模様が見える。ダークフィラメントの正体は、磁場の力で浮いてい

るプラズマの雲で、太陽の縁に現れると、プロミネンスとして観察される。この写

真では、初04年に太陽面上に現れた全長約 100万 k皿にも及ぶ大フィラメントが

捉えられている。

太陽フレア (GOE遣クラス X2.5)

2004年 11月 10日花山天文台ザートリウス 18センチ屈折望遠鏡にて撮影

上記と共に、 1910年に京都帝国大学(当時)に導入されたザートリウス屈折赤道

儀によって観測されたものである。この望遠鏡は 2009年現在なお活躍し、我が国

で現役最古参の望遠鏡といえる。花山天文台では、先人達の歴史の上に、今なお科

学上の貴重なデータが蓄積され、歴史を刻み続けている。

太陽フレアとは、太陽大気中で起こる爆発現象のことで、 Hα線では明るい領域

として観測される。写真は、 2004年に起こった最大級 (X線の強度による分類では

X クラスと呼ぶ)のフレアの様子である。時間と共に明るいリボン状の領域が形成

される過程が捉えられているが、このようなフレアはツーリボンフレアと呼ばれる。

フレアは黒点の近くに蓄えられた磁気エネルギーをエネルギー源としており、二筋

の明るい領域は、磁場の N極と s極に相当する。

このフレア発生中、たまたま米国ミシガン大学の J.Kozyra博士が宇宙天気の国際

共同研究の相談のために、花山天文台の柴田一成台長を訪問中であり、二人は幸運

にもリアルタイムで、このXクラスフレアを観測することができた。ともに、生涯

で初めてのXクラスフレアのリアルタイム観測(観望)であった。宇宙天気談義が

盛り上がったのは言うまでもない。

(二人は当時、国際CAWSESプロジェタトの Spa四 WeatherThemeの∞.chair
を務めていた関係で花山天文台で会合した。なお、 Hα写真は鴨部提供)
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花山天文台今昔【3】 花山道路 ーその3ー

黒河宏企(花山星空ネットワーク)

あすとろん 4号にも書きましたように、東山ドライブウェイの前身は、

花山天文台創設時に建設されたので、 「花山道路j と呼ばれていました。

陸軍伏見工兵隊が、 1927年の夏季演習を兼ねて、蹴上から花山山頂までの

約 2kmを、たったの 1ヶ月足らずで一気に仕上げたのですが、その時の記

念碑がケプラ一点(図 1参照)付近に今で、も残っています。長い間薮の中

に埋もれていたのを、 10年ほど前に思いがけず発掘しました。

[崎山.:tU'liJ型院内 (I，rn田)<1'

写真 1:ケプラ一点付近の薮の中

に立つ花山道路記念碑
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きっかけは東京の方から、 「天文関係の記念碑を訪ね歩いているのです

が、今度京都に行く時に花山道路の記念碑も見てみたいのですが」という

問い合わせを受けたことでした。その時は私もそのようなものが残ってい

るとは知らなかったので、大先輩の斎藤澄三郎さんに電話をしてお聞きし

たところ、 「コペルニクスターンの上のどこか林の中にあるはずですよ。」

と教えて頂いたのです。とはいえ、夏の聞は生い茂った草木に阻まれてな

かなか近寄り難く、二の足を踏んでいたのですが、晩秋となって葉っぱが

落ちた頃を見計らって、やっと薮に分け入り見つけるとができました。下

の写真はこの時撮影したものです。

写真2: 左は記念碑の表側で花山道路伏見工兵隊開撃と読め、右の側面に

は昭和二年九月・・・・同十月十五日という字がなんとか読み取れます。

山本一清先生が書いておられるとおり、確かに「伏見工兵隊開・・」と

か「昭和二年九月・・・・・ j の文字が読み取れます。工兵隊開の下の字

がなかなか読めなかったのですが、どうも開撃(かいさく)の撃という字

らしいということが漢和辞典の助けを借りて判りました。また、九月の開

始日は読めないのですが、十月十五日を終了日とすると、やはり一カ月足

らずの突貫工事で、あったということが判ります。
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これは貴重な記念碑だと意気込んで、東山ドライブウェイを管轄してい

る京都市役所にこの保存について相談しましたが、 1200年を超える古都の

歴史の中では、わずか80年前の石柱の保存など相手にされませんでした。

それでもあちこちの部局を粘って回る中にやっと、京都市歴史資料館の「碑

(いしぶみ)Jというホームページになんとか紹介してもらうことだけは

出来ました。インターネットで「花山道路碑」と打ち込んで検索するとこ

のページが出てきますのでご覧ください。また皆さんご自身の足で、ケプ

ラ一点に分け入って訪ねて見られてはいかがでしょうか。

さて、花山道路にまつわる話はそろそろこのくらいにしておきたいと思

いますが、これまでどれほど多くの人が汗を流しながら歩いたことでしょ

うか。 汗というと「豪傑の泉」という地点があったということを聞いたこ

とがあります。高柳(元龍谷大学教授)さんは、コベノレニクス・ターンを

回らずにいつも崖を直登したそうなのですが、その後そこに湧き出ていた

水揚で必ず汗を拭いて一服した場所だったのだそうです。服部先生の命名

によるらしいのですが、豪傑とは高柳さんのあだ名だそうです。

斉藤澄三郎さんによると、 1960年代になって、天文台の車ブームが始ま

ったそうですが、それまではもちろん皆さん歩いていたそうで、京都大学

理学部の宇宙物理学教室(左京区北白川追分町)と天文台を 1日に 2往復

することもめずらしくなく、 3往復したこともあったそうです。 現在それ

ができそうなのは石井さんくらいでしょうか。 彼女によると北白)11から毎

朝7時頃に出て、約 1時間で歩いて上がれるのだそうです。

私が天文台に上がるようになった 1965年頃は既に皆さん車でしたが、為

永さん(元三重大学教授)だけは自転車でした。 r下りは時速 50k皿くら

い出てるかな」と自慢しておられたのを思い出します。

10年ほど前にインドネシアから留学していたダーェ (Dahni)君は多段

変速車を買って、あの細い体でドライブワェイを漕いで上がっていました。

4年くらい前に中国から来ていたリュー(Liu) さんは、自転車の前の値に

本を置いて、三ノ宮金次郎のように読みながら、毎朝押して上がっていま

した。

大学院生だった神尾君や中村君もドライブウェイを漕いで上がっていま

したので、私も挑戦してみようと思い、天文台を停年退職する時に、自転

車屋で手ごろな多段変速車を探しました。ところがあれやこれやと迷って

いる中に、庖員さんからパッテリー車を勧められて、買ってしまったので

す。石井さんから「先生ずるい」と云われた時は「どきっ」としましたが、

今となってはパyテリー車は正解だったと思います。ダーニ君や神尾君の

真似をしていれば、 「年寄りの冷水」になっていたことでしょう。

東山ドライブウェイに入るまでに、自転車は鹿ヶ谷通りを南下して、永
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観堂から南禅寺の中を走り、疎水のトンネルを抜けて蹴上に出ます。石川

五右衛門の「絶景かな絶景かな」で有名な南禅寺山門をはじめ、寺々の円

からこぼれる紅葉や疎水の桜を横目に見ながら走る楽しみもさることなが

ら、もうひとつの楽しみは、慈氏院(だるま堂)と金地院の入り口に書か

れた、歌や問答です。 走りながら断片的に読むので、全部読み取るまでに

早くても 2'"'-'3週間くらいはかかるのですが、だるま堂は 2ヶ月、金地院は

3ヶ月で掛け替わるので、難しい文は解読する前に消えてしまうこともあり

ます。だるま堂には新春から、

「わが宿の庭の初花昼は雪夜は月にと 見えまごうかな」

という歌が出ていましたが、 3月に入ると、

「散りぬればにほひばかりを梅の花 ありとや袖に春風の吹く」

(新古今和歌集)に変わりました。いずれも今年は選者が代わったのかな

と思うくらい、達磨大師の寺にしては優しい歌で始まりました。

一方、金地院の今年は

「怠らず行けば千里の外も見ん牛の歩みの よし遅くとも」

「あに寒骨に徹せずんば知何でか梅花の香しきを得んや」

で始まっています。以前のものはすぐ忘れてしまうのですが、昨年のだ

るま堂と金地院にそれぞれ出ていた次の歌と問答だけは、なぜか今でも覚

えています。

「わびぬれば心も澄めり 草の庵ひと日ひと日を送るばかりに」

「柿栗に心あらずと思うなかれ その涙内に流すなり」

期せずして両方とも、一休さんのものだ、ったと思います。

写真 3:南禅寺塔頭 慈氏院(だるま堂)
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京都の天文学【6】
星のしるしと晴明桔梗捕逸:W更級日記』の人魂

白井正(京都学園大学)

1. rほし」の付〈言葉

東洋では長い間、星を表すシンボルは、女ではなく oでした。そこで、日

本語の「ほし」も、小さな丸い点を意味していますロ相撲の白星・黒星や

ナナホシテントウムシ、碁盤のよの 9つの黒点、かぶとの板に打ちつけた

鋲(びょう)の頭などは、いずれも「ほし」です。『平家物語』にも、「雲

井をてらすいなづまは、甲(かぶと)の星をかかやかす」という用例があ

ります。

又、馬の額にある白い斑点も星で、星月(ほしづき)、星額(ほしびたい)、

月白(っきしろ)、月額(っきびたい)などとも呼ばれ、平安時代の漢和辞

典『和名類衆抄(わみょうるいじゅしようHにも「保之都岐乃宇未(ほし

っきのうま;漢語では落星馬)J という言葉が載っています。また、他の動

物の白斑も同様で、「保之未多良(ほしまだら;星のような斑点のある牛)J

という言葉もあります。『今昔物語』巻三十八・三十七には、花山院の御所

に勝手に入ってきた男の描写として「夏毛の行騰(むかばき)の星付(ほ

しづき)白く色赤きを履たり、」とあります。ここにある行騰とは馬に乗る

時につける足の前部の覆いで、鹿の夏毛は白斑が鮮やかになるとのことで

す。日本で星を女で表すようになったのは、江戸時代に西洋の影響を受け

てからのことです。ただ、英語でも馬の額の白い毛は starで、中世からの

用例が知られているので、日本と西洋では星のしるしは違うものの、この

点に関しては同じ表現なのは面白いところです。

2 挺園祭の星

祇園祭は、貞観十一 (869)年、京中に疫病が流行したとき、神泉苑に六

十六本の矛を立て、祇圏中土(現在の八坂神社)の御輿(みこし)を迎えて

疫神の退散を祈ったことに始まります。本来の矛は一人の人聞が肩に担い

で持ち歩けるほどの大きさでしたが、 14世紀ころから矛と山車とが合体し
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て大型化し、町衆の力によって制作、維持されてきました。そんな祇園祭

の山鉾の一つ、長刀鉾の天井にも星が描かれています。長刀鉾の名は、鉾

のてっぺんに大長刀を飾ることによります。祇園祭のハイライトである山

鉾巡行の順序は毎年クジによって決められますが、長刀鉾だけはクジを引

かず常に先頭を行き、唯一お稚児さんが乗って〆縄(しめなわ)切りをし

て巡行が始まります。

図 1は、山鉾巡行の前日にちま

きを買って長万鉾の上に登らせ

て頂いた時のものです。登れるの

は男子のみですが、地上から鉾を

見上げても一部見ることができ

ます。天井の周囲は 28に区画分

けされて、そこに中国の二十八宿

が緋毛艶(ひもうせん)の上に銀

鋲で打たれ、黒漆塗りの細棒でつ

ながれています。図 1の左下奥か

図1長万鉾の天井の二十八宿

ら、畢(ひっ)宿(rく」形をしている;ヒアデス星団)、皆(し)宿(オ

リオン座の頭)、参(しん)宿(参宿はオリオン座の三つ星ですが、それに

加えて、オリオン座の四角形も描かれています)、昂(ぼう)宿(ジグザグ

形;プレアデス星団)が見えています。ここでも、星はoで、表されています。

3. 晴明紋の由来

ペンタグラム(五空星)は日本では晴

明桔梗、晴明紋、セーマン(晴明が変化

したものとされています)などといいま

す。日本で星といえばoなので、この紋

も晴明や桔梗といった、星以外のものと

結びつけられています。以下では、この

紋を晴明紋と呼ぶことにします。 図2名田庄村の土御門殿・天

陰陽五行説では、世界の構成要素は木、 社宮のお札

火、土、金、水の五つで、それらの循環

によって色々な変化を説明します。そこで、晴明紋はこの原理を表現した
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ものとされます。図 2は、福井県名田庄村の土御門殿・天社宮のお札ステ

ッカーです。安倍晴明を出した安倍家は戦国時代に土御門家と名前を変え、

応仁の乱を避けて、荘園のあったこの地に移り住みました。戦国時代が終

わると当主は京都へ戻りましたが、現在も士御門殿の屋敷があって、隣接

する暦会館では土御門家と暦に関する資料が展示されています。図 2の晴

明紋は京都の晴明神社のものとは少し違って、 2本線が立体交差しているよ

うに描かれています。

4.真如堂と晴明紋

京都の洛東にある真知堂では、晴明の念持

仏とされる不動明王が本尊の脇に立ってい

て、晴明紋の入ったお札も配られています

(図 3)。そのお札の由緒書には、次のよう

な話が書かれています。

晴明が死んだとき、不動明王が閣魔(え

んま)大王の宮殿に行き、「この者は寿命

が来て死んだのではない。横死(不慮の

死)であるから再び裟婆(しゃば)へ返

してほししリと頼みました。閣魔大王は

承知して晴明に、「これは私の秘印で、現
図3真加堂のお札

世では横死から救い、来世では往生がかなうものである。この印はお前

一人のために渡すのではないから、裟、婆に持ち帰ったら、この印を施し

て人々を導け」と言いました。晴明がこれを受け取るとたちまち蘇生し

て、懐中を見るとこの金印がありました。晴明はこの後、八十五歳まで

生き、生涯この印を人々に施し、死後に、不動明王と蘇生の印は、真知

堂に納められました。

大永四年(1524)に成立した『真如堂縁起絵巻』には、この晴明の不動像に関

する後日談があります。

晴明の子孫である安倍有清が、「真知堂の不動像は晴明(原文では清明)

の持ち物だから返してほしい。」と天皇に頼んで、この不動像を運び出さ

せました。まず天皇に見せるために御所へ向かいましたが、封を切って

箱を開けると中は空っぽで、真知堂のお堂の中を調べると、不動像はも
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との場所にいらっしゃったので、不動像はそのまま真知堂に安置される

ことになりました。

これは真如堂の仏像の縁起なので、真如堂に有利な話になっていて、晴明

紋についても言及していませんが、このように晴明は仏教にも取り込まれ

ているのですロ

捕逸 『更級日記』の人魂

人魂を辞書で引くと「夜空に空中を浮遊する青白い火の玉。古来、死人

の体から離れた魂といわれるJ(r広辞苑.1)とあります。民俗学での目撃例

では人魂の色は育、赤、黄色が多く、おたまじゃくし型か球形で、ふわふ

わ飛んだ、あるいはスピードが速かった、といった報告があります。人魂

の正体はプラズマとも言われていますが、はっきりとは分かつていません。

人魂は『更級日記』にも登場します。「あづま路の道のはてよりも、なお

奥つ方に生い出でたる人」で始まるこの作品は、菅原孝標女(すがわらの

たかすえのむすめ、 1008・1059・年)の回想の手記です。彼女は、父親が国

司をしていた上総国(千葉県)で少女時代を過ごしました。十三才で上京

した後は、源氏物語を読みふけり、三十三才という当時としては遅い結婚

の後、出産をします。問題の人魂は作者が五十才の時、夫が国司として信

濃へ赴任するところに出てきます(作者は京都に残ります)。

見送りに行った家人(けにん)たちが帰ってきて、「たいそうごりっぱに

お下りでした」などと言って、「この明け方に、非常に大きな人魂が空に

現れ、京の方へ飛んでいきました(この暁に大きなる人だまのたちて、

京ざまへなむ来ぬる)Jと報告したが、私は、供の者の誰かの人魂だろう

と思っていた。およそ、不吉な前ぶれなどとは思ってもみなかった。 [1]

その後、夫は任期半ばで京都に戻り、その翌年に亡くなりました。彼女は

不吉な人魂を従者に関連したものと思いましたが、実は夫の死の前ぶれだ

ったことになります。この人魂の注としては、筆者が見た範囲では全て「人

の魂が抜け出して飛ぶ火の玉。人の死の前兆として忌まれた」などとなっ

ていますが、果たしてそうでしょうか。

『更級日記』の時代に近い昌泰二 (899)年の記録には、

未の時(午後 2時ころ)、星空中より出(い)づ。東南に歴行す。遂に地

に墜(お)つ。その声落雷のごとし。尾の長さ五六尺ばかり。観る者奇

18 



怪とする。これを人魂という。 F日本紀略』

とあり、別の延長八 (930)年の記録にも

流星、艮(うしとら、東北)より差し渡る。俗に人魂というなり。『扶桑

略記』

とあって、この時代に流星を人魂といったことが分かりますロ

次に、人魂の飛ぶ高さについてです。民俗学での人魂の目撃例では、人

魂はあまり高いところを飛ばず、屋根の上に飛んでいった、とか、あぜ道

に沿って飛んでいった、という表現がされています。古典では、人魂が「北

壷呉竹のあたり(北の庭の竹が生えているところ)J に飛んだ (r明月記~)

という表現がこれにあたります。これらは正体は分かりませんが、流星と

は思えません。一方、『更級日記』の「京ざまへなむ来ぬる(京都の方へ飛

んでいった)Jという書き方は、もっと高いところを飛んだ表現のように恩

われますロ

流星が飛んだときの表現としては、方角(東より西へ)や星座名(r七星

より出づ」など)が多いのですが、中には地名を使って、

三笠山に大なる光物(ひかりもの、流星の別称)あり。『宝葉』

流星、紀伊山方に出で福原(今の神戸の地名)東北山に入る。『百練抄』

という例もあります。

このように、『更級日記』の時代に流星を人魂といった例があること、「京

ざまへなむ来ぬる。」という表現は民俗学での人魂より流星の方がふさわし

いことから、『更級日記』の人魂は流星である可能性が高いのではないか、

と考えられます。

実は、『広辞苑』にも人魂のもう一つの意味として、「流星の俗称」とあ

ります。流星と人の死を結び付ける考え方は、世界各地に見られる一方、「流

星が流れている聞に三回願い事を唱えると叶う」という良く聞く言い伝え

は、 19世紀以降の西洋で言われ始めたものが日本に入ってきたもののよう

です[2]0

参考文献

[1]藤岡忠美他校注， 1984， r和泉式部日記紫式部日記更級日記~，小学館

[2]白井正， 2006， r凶兆としての流星J，W天文教育~ Vo1.l8 No.3 p.26 
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ベとれへむの星

西村昌能(京都府立洛東高等学校)

前号で、「ベツレへムの星J[1]という文章を書きました。別のことで

調べものをしていて新井白石がこの「ベツレヘムの星」について書いてい

るのに出くわしました。有名な「西洋紀聞」の中にあったのです。のっけ

から恐縮ですが、その部分を引用します。( )内は原文のもので、( ) 

内は私が文献中の注を入れたり、現代的に改めた所です。
『モイセス(モーゼ)をさる事、凡一千八百年〈今をさる事一千七百余年

也といふ〉、ジュデヨラの園(ユダヤ)、ナザレツ(ナザレ)にサントス=

マリアといふ聖女あり固へーテレアム(ペツレヘム)の君、ダアヒット(ダ
ピデ)の後也〈ナザレツ、地名也。漠訳未詳a サントスとは、尊称也とい

ふ。余皆これに倣ふベし。マリアは、漢に璃~JIと訳すといふ。へーテレ
アムは、地名也。ダアヒットは、其君の名 a 漢訳ともに未詳。〉十六歳の

時、夢にアンゼルス(天使)降りて、デウスの命を告て。「デウス其子と
なりて、名をヱイズス=キリストス(イエス・キリスト)といふベし。ま

たサントス=ジョセフ(ヨゼフ)して、これが父とし、ベイテレウエン(ペ

ツレへム)に産ましめて、ヱヂップト(ヱジプト)より、むかえかへすベ

し」と、いふ事を見る(アンゼルス、前に見えたり。ヱイズス=キリスト
ス、漢に耶蘇(モース)と訳す。我俗にゼスといひしは、漢訳の音転じ靴

れるなり。サントス=ジョセフ、人の名也。ペイテレウエンは、地の名な

り。漠訳未詳。エヂップト、前に見ゆ)。こ与におゐて、ジョセフをとも

なひ、ナザレツを去り、ペイテレウェンの駅(うまや)に至りて、つゐに

男女の道にあづからずして、男子を其厩中に産む、夢見し所によりて、ヱ

イズス=キリストスと名づく(ヱイスズ生まれしは、是歳己丑の年 (1709

年〉を去る事、一千七百九年前の十二月二十王日の夜半といふ。さらぽ本

朝人皇第十代、崇神天皇三十年、辛酉の歳にて、漠平帝元始元年にあたれ

り)。アラビァ・ 9ルソ・サパ、三国の君、ヱイスズが生まれし夜に当り

て、客星現れしを観て、聖人ありて生まれし事をしりて、をのをの固を出
て、其所をもとむ〈アラピアは、今アジアの地方にあり。事ルソ・サパ、

共にある所をしらず固漢訳共に未詳〉。三国の君、閉じ所にゆきあひて、

共にジュテヲラの君エローデス(ユダヤのへロデ王)に見えてロ此事を問
ふa エローデス其事をしらず、『其人をもとめ得ぽ、必設がために告知ら

すべし』と約す固こ』をさりて、行程+三目、へイテレウェンに至るに、
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彼星かしこの上にあたれり。つゐに其駅にして、ヱイスズを拝する事を得

ぬ。アンゼルスありて降りて、三国ノ君を戒むるに、『ヱイスズの事をも
て、ジュデヲラの君に告る事あるべからず』といふ。これ彼こ』ろにいむ

事あるによれる也。マリアつゐにこ』をさりて、ヱヂップトにゆく。(後

略)~
ながながとなりましたがこの文章は、「創世記Jr出エジプト記」に続い

て書かれています。つまり、旧約聖書のあとに書かれた新約聖書の部分と

言うことです。そもそも「西洋紀聞」は、屋久島に渡来して幕府に捉えら

れたイタリア人宣教師ジョパンニ・パッチスタ・シドッチを新井白石が訊

問した時の様子を元に主に西洋の文物、地理。政治・風俗をまとめたもの

です。ここに書かれているベツレヘムの星の物語は私たちが知っているも

のと寸分違いません。さて、このシドッチの訊聞は 1709年に行われてい

ます。本文中にベツレヘムの星は「客星」と書かれています。客星と常の

恒星ではなく、琴星や新星を表す言葉です。 1700年当時、ローマカソリ
ックでもベツレヘムの星は新星か警星であろうと考えていたのかもしれ

ません。また、客星は白石がうまく日本語に訳したもので、新星や琴星の

意味を持っていたのではないかもしれません。それ以外でも東方の三博士

のことなど、現代の我々がベツレヘムの星について知っていることとほぼ

同じ事が書かれているのはたいへんおもしろいでしょう。

長崎奉行所キリシタン関係資料のうち聖母像(親指のマリ

ア)。 シドッチが携えてきたものと伝えられている[3]。

新井白石の「西洋紀聞」は、日本にキリスト教が上

陸してから 160年もあとのことです

から、もっと古くから「ベツレヘムの

星」の話は日本に伝わっていたのだろ

。1549年にフランシスコ・ザピエル(シ

ャヴィエノレ)が日本に到着したのが、日本に於けるキリ

スト教布教の始まりだからです。シャグィエルがベツレ

へムの星を伝えたかどうかは私には、不明ですが、シャ
ヴィエルがベツレへムの星が唯一書かれている「マタイ

伝」の精神でイエズス会に布教を申し入れたということで 新井白石[4]

すから、その痕跡があるかと思い、色々と文献を見ていま

すと次の書物にあたりました。

すると、外海・五島・長崎系の隠れキリシタンに伝承されてきた「こん

-
A
f
t
-
f
 

新
井
台
忠
商
像
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ちりさんのりやく」の中にありました [5J。コンチリサンとはポルトガル

語で罪を悔い、赦しを祈ること(痛悔)のことで、これはいわゆるオラシ

ヨ(祈祷書)です。「りやく」は略のことだと言われています。日本司教

ルイスーセルケイノレが表し 1603年に島原で金属活字印刷されて刊行された

ようですが、今に残っているのは筆写・暗繭・口伝で伝えられた写本です

から、詑りがかなり見受けられます。マリア様が「丸や」となっていたり、

ノレソン(フィリピン)の主と賎しいが賢く美しいの娘「丸や」へ横恋慕の

話にすり替わっていたり、「かぐや姫」みたいな物語にも変質しています。

では、「こんちりさんのりやく」のベツレへムの星をながめてみましょう。

『・・・しばらくありて、 2ゑiの国の帝王盈企王立、金主孟の国の帝

王益支盛昼、主主企ιの国帝王足立主主j色、此三人御告をかふむりて、出
た』せたもふ所、道すがら、段々に候得ども、ふしぎをかふむり、三方の

道にてーしょにゆきゃい、つのりょうて連れ立たもふ。其時指南(しるべ}

の星を目当てとして、ベれん〈ベツレヘム〉の固ゑぞっきにけり。

此固の帝主主生豆豆?(へロデ主〉の支配所なれば、是に立より、尋ね
てみんと、三人は此所にぞ立よりて、「此固ゑ天より御主誕生と、告をか

ふむり、参りたり。おしゑたまへ」といふければ、主亙豆宝2きいて、「其

沙汰いまだき』申さず」とこたゑ、又三人、「主主豆豆2も、ともに拝み
にまいらるベし」といふ。「いやちょ、郎(まろ)はまいるまじ。まづま

づ三人御出」といふければ、しからば、さやういたさんと、三人うちつれ、

たち出みれば、あら笑止や、目当(めあて)の星の見ゑざりけり。

「さてさて此所に立よりしゅへなるかな。残念」と、三人ーしょに天にむ

かいて手をあわせ、『何とぞ光を得させたまへ』とねがいければ、にわか

に目当(みあて)の指南(じゆるベ)の星、手にとるごとく、見ゑければ、

さてこそといそぎければ、ほどなく着きて、礼拝(らいはい)ある固其時
十三日目也。

御主のたもふは、『三人はいずれかたよりまいられ候や』と御たづね、

三人こたえて、『御主の直(しゆるし)の星を見かければ、をlまゑず、こ』

にまいりし」といふ。御主仰けるは、『ただいま三人きたる道、悪人みち

也。ゆへに今は消へはてし也。よって此方より、三つの道をこしらへ、か

へすベし」仰ければ、はっとひれふし待ちければ、間もなく天の釣橋三す
ぢにか』り、此三人に三すぢの道を得て、おもふま』わが国々ゑこそはか

ゑりけり o •• ~ 

太字は私がつけました。このように、信仰のしるべとなった書物もあるい

は娯楽や慰めの要素があったのかもしれないと思いますロところで日本で

ベツレヘムの星が普及した出したのはいつからでしょうか。私は昭和初め
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のクリスマスツリーの普及、大正 11年、クリスマスケーキが不二屋での

発売されたのと同時期ではないかと密かに思っています。

参考文献

熊本県天草市のパチンコ屋さんにて、夏だという

のにマリア様としめ縄が同居しています。御利益

はどちら側にあるのでしょうか。

[11 西村自能 「ベツレヘムの星」あすとろんvo1.5 p21 2009年 1月

[21新井白石「西洋紀聞」松村明校注 目;本思想体系 35r新井白石Jp73 
岩波書庖 1975年

[3Ihttp://bunka.nu.ac.jplResultImage.do?heri句geld=92369&imageNu
m=O&linkType=big 
[ 4Ihttp://ja. wikipedia.org/w出il%E6%96%BO%E4%BA%95%E7%99%BD
%E7%9F%B3 
[5J rこんちりさんのりやく」 片阿弥吉校注 目本思想体系 25rキリシ

タン書排耶書Jp359 および解説 p627 岩波書唐 1970年

※ 本タイトルの「べとれへむの星」の「べとれへむ」はカソリックでよ

く使われる表現で、ひらがなで書くことで当時の雰囲気を出したものです。

当時、「ベとれへむの星」と言われていた確証はありません。
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「ベツレヘムの星』考

作花一志(京都情報大学院大学)

前回，今回，西村さんより「ベツレヘムの星Jについて新しい解釈が紹

介されました。この小文では筆者の惑星集合の計算結果と窓意的な解釈に

ついてお話します。

この星についての記載は新約聖書のマタイ福音書のみでその出現自体に

も疑問があります。当時の大文明国のローマ帝国にも漢帝国にもこの記録

は伝わっていないのですから。しかし文献考証はさておき，とにかくマタ

イ福音書第 2章の記述通り考えてみます。 Iあれは誤記事だ，これは担造

だ。」なんて言ったらそこでおしまい，そんな夢のない話はやめましょう。

東方の博士たちがエルサレムに来てこう言った。 rユダヤ人の王として

お生まれになった方はどこにおいでになりますか。私達は，東のほうでそ

の方の星を見たので，拝みにまいりました。」・・・ (中略) ・・・する

と見よ，東方で見た星が彼らを先導し，ついに幼子のおられる所まで進ん

でいき，その上にとどまったo

まず「東方」とはどこで

しょうか?ユダヤから見て

東方，その中で文化の中心

といえばパピロンを指すと

考えるのが妥当でしょう。

パピロンは古代オリエント

の文化都市であり，占星術

も発達しそこには星占いに

長けた博士(=マギ)もい

たはずです。 東方の博士は

この星をかつてパピロンで見て，ユダヤに着いてから再び見たというのだ

から，同じ現象が 2度あって

1回目はパピロンで酉天(ユダヤの方向)に見た。

2回目はユダヤに着いてから見た，この日がイエスの誕生日。

と考えられます。

では「ベツレヘムの星」の出現はおおよそいつ頃でしょうか?当時ユダ

ヤはローマの属国でしたが，ヘロデ王が在位していました。新約聖書によ

ると彼は新しく生まれた子がユダヤの王になることを恐れて，乳飲み子の
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イエスを殺そうとしました。そのことを天使ガブリエルから聞いたマリア

とヨセフはエジプトに逃れ，イエスは幼年期はエジプトで暮らします。と

ころがユダヤにはへロデという主は複数いて，父へロデ大主が亡くなり，

息子のへロデが継いだのが BC4年といわれています。イエスが十字架に架

けられた時の主は息子のへロデですが，生まれた時はどちらかわかりませ

ん。細かいことは専門家に任せて，主位継承時期の前後と考えましょう。

では「ベツレヘムの星」の候補として何が考えられるでしょうか?超新

星・新星・変光星・普星・惑星集合・その他・・・。でも「同じような現

象が 2度あった」という条件を重視すると，初めの sつは恒星の現象です

から不適です。毒星出現は夕方西の空に現れ，数日後には見えなくなり，

その後日の出前に東天で見えるということが多いので候補となりえます。

実際BC5年に現れていますが，その記録は中国だけです。この条件にふさ

わしいのはやはり惑星集合と考えるのがベストでしょう。

BC7年から AD1年までの 1。以内の惑星会合のベアは 10組以上も算出

されますが， パピロンからユダヤまで歩いて旅をするならその間隔は 2~

3ヶ月でしょうから下表のようにa件に絞られます。

年月日 時刻 惑星名 星座

BC7年 6月 8日 後半夜 木星，土星 うお

9月 12日 終夜 木星，土星 うお

12月 17日 前半夜 木星，土星 うお

BC2年 6月 3日 日没後 水星，火星 ふたご

6月 15日 日没後 金星，木星 しし

8月 24日 日出前 水星，火星，木星 しし

1年 8月9日 日没後 水星，火星 おとめ

9月 12日 日没後 水星，木星 てんびん

11月 3日 日出前 水星，金星，火星，木星 てんびん

BC7年に木星・土星がうお座で 3団連続して会合を起こしていますが，

この 3連会合は 400年前ケプラーが計算(もちろん筆算)の上で発見した

ものですロその 2回目または 3回目に重なり合った木星土星がベツレヘム

の星とすると，クリスマスは9月 12日または 12月 17日となります。ただ

両惑星は 1度も離れているのが難点です。 3連会合は非常に希な現象で，実

際に起こる年を計算してみると 1800年から 2300年の聞に 1821年， 1940 
年， 1981年， 2279年のわずか4囲のみです。しかしケプラーは 1604年に

自分が見たような超新星を想定していたようです。
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この表のうち最も接近するのはBC2年6月 15目白金星と木星で，その2
ヶ月後の8月24日の日の出前にししの足元で起こったに起こった3惑星会
r ..，.--- -，- ---，..， 一一官 舎は最も目を引

〈ような天象だ

ったと且われま
す.薄明の中で
これらi!I昼だけ
が見えるのです
から(左園はス
テラナrゲータ

によって作
成)固ただし旭
平線近く日の出

前の短時間なの
で，その時雲っ

たら，東に山があったら全〈気づかれず見直してしまいますベツレへ
ムの星』がユダヤ以外には記録がないのはそのためかもしれません。もち
ろん今の日本ではとても無理ですね」

AD1年日月 2日の日の出前に水星金星・火星木星の 4感星がてんび
ん座で集まっています.それに先立って 8月9日に水墨と金星が， 9月 12

日に水星と木星が按近しています.'惑星が集合することは希で注目したい
ですカえあまりコンパクトではなく大きな明るい星の出現とは旨いに〈い
です.それにへロデ玉の王位描承時期から離れてしまうのも態点です.な
お，この間 s惑星集合は起こっていません.
筆者世「ベツレへムの星」とは

BC2 "F 6 .J115 fJの I1I!f抵パ"'uンで耳目空 ~~ø;ic金三宮~*Æt1);;七溺置
を'Jlた車trのtf，土fJC.11世主t()fij睦 .rlllιでそのゑ神へd院をヲた.SJJk.::z. 
F判 ';::JN.雪8R2411のB四必級制=:Jl;をた 3Jl佐Utt;ðr.判~f..〆~AのEのE

l$:T!'ih<5 ;. 
<考えています。とれによるとクリスマスはEになり，ホワイトクロスマ

ス，そりに乗ったサンタさんなEは南半球でないと出会えなくなりますね。
多考文献
作花一志・中宵久崇 『天文学入門』オーム社 2田 1

下記もご覧〈ださい
ht旬pリ財W耽 帥曲土田It.orjpか官r8c-abl岡町恒也h出血 hlm
ht旬p抽由。 ysc.go.jpJm皿ロ抽血皿回J凶叫

http://用w.杭伊国臨eお加由d09llbibleljeeuslOll.htm
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詩文芸欄

上回麻喜(花山星空ネットワーク)
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事務局からのお知らせ

去る 3月 14日(土)の第6回花山天体観望会「土星」は、冬に逆戻りし

たような寒さの中でしたが、熱心な 120名の参加者と、 26名のボランティ

アの方々の参加を得て盛会でした。これで 2008年度の花山天体観望会はす

べて無事に終了しましたが、晴天については、 4勝2敗の成績でした。

さて 2009年度も晴天を祈りながら、以下のような天体観望会を予定して

いますので、ご期待下さい。

女第 1回「土昼J: 21年 5月23日(土)

女第2回「月J: 21年7月29日(士)

*第3回「木昼J: 21年9月 19日(士)

女第4回「名月と名曲J: 21年 10月3日(士)

女第5回「太陽J: 21年 11月22日(士)

*第6回「土星J: 22年 3月27日(士)

詳細については，約1ヶ月前に NPO法人花山星空ネットワークのホームベー

ジなどでお知らせします。

また、第4回講演会と第2回通常総会を 6月 21日(日)に開催しますの

で、こちらについてもご予定に入れておいて戴くようにお願いします。

編集後記

桜の季節がやってきました。春霞の中に北斗七星・春の大曲線・土星が眺

められます。今回は昨年から販売している絵葉書「花山天文台天体写真」

を紹介するため解説記事を載せました。また前回に引き続きベツレへムの

昼について語られています。なお「京都の天文学」と「最新太陽像と宇宙天
気予報」のシリーズは今回で完結します。

「あすとろん」は本 NPOの活動を紹介し，また会員聞の理解を深めるため

に3の倍数月の月末に発行されています。今後さらに内容を充実していく

ために，会員の皆様から天文ニュース，普及活動報告，思い出の星空，天

文書・ソフト，和歌・俳句・川柳，天体写真・イラストなど投稿，また掲載さ

れた記事へのご意見などをお寄せくださるようお願いします。締切，様式

など詳しくは前頁をご覧ください。

編集子
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